
お
知
ら
せ

耐
震
説
明
会
と
相
談
会
を
開
催

　

木
造
住
宅
の
耐
震
性
に
関
す
る
説

明
会
と
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
８
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮
、〈
①

説
明
会
〉
午
前
10
時
・
11
時
〈
②
相

談
会
〉
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

申
①
は
当
日
会
場
へ
直
接
②
は
８
月

27
日
㈬
ま
で
に
建
築
指
導
課
☎
０
２

７
―
８
９
８
―
６
７
５
２
へ

中
央
公
民
館
の
部
屋
利
用
会
議

　

12
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
中
央

公
民
館
の
部
屋
利
用
調
整
会
議
を
開

催
し
ま
す
。
会
議
日
以
降
は
電
話
と

窓
口
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
ホ
ー
ル
・
学
習
室
・
会
議
室
・
ア

ト
リ
エ
・
ス
タ
ジ
オ

利
用
曜
日
・
会
議
日
時
＝
〈
日
月
曜
〉

９
月
８
日
㈪
〈
火
曜
〉
９
月
９
日
㈫

〈
水
曜
〉
９
月
10
日
㈬
〈
木
曜
〉
９

月
11
日
㈭
〈
金
土
曜
〉
９
月
12
日
㈮
、

ホ
ー
ル
・
学
習
室
・
会
議
室
は
午
前

９
時
、
ア
ト
リ
エ
は
午
後
１
時
、
ス

タ
ジ
オ
は
午
後
２
時

□
料
理
実
習
室

会
議
日
時
＝
９
月
４
日
㈭
午
前
９
時

□
和
室
・
茶
室

会
議
日
時
＝
９
月
４
日
㈭
午
前
10
時

申
各
会
議
日
時
に
同
館
（
☎
０
２
７

―
２
１
０
―
２
１
９
９
）
へ
直
接

大
規
模
小
売
店
舗
の
地
元
説
明
会

　

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ
が
、
カ
イ
ン

ズ
ホ
ー
ム
前
橋
川
曲
店
（
川
曲
町
）

の
新
設
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
き
、

周
辺
へ
の
影
響
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
４
日
㈭
午
後
６
時
30
分

会
場
＝
東
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課
☎
０
２
７
―
２

１
０
―
２
２
７
３

わ
な
猟
免
許
の
取
得
に
補
助

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
産
物

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
わ
な
猟
が
有
効
。
こ
の
猟

の
免
許
試
験
を
開
催
し
ま
す
。な
お
、

市
内
在
住
の
農
業
従
事
者
に
は
受
験

料
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
８
日
㈪
午
後
０
時
50
分

会
場
＝
県
庁
２
９
１
会
議
室

費
用
＝
５
，
２
０
０
円

そ
の
他
＝
当
日
午
前
９
時
に
受
験
者

向
け
の
講
習
会
を
開
催
。
申
請
に
は

別
途
費
用
が
必
要

申
８
月
29
日
㈮
ま
で
に
県
渋
川
森
林

事
務
所
（
渋
川
市
金
井
）
へ
直
接

問
試
験
に
つ
い
て
は
県
渋
川
森
林
事

務
所
☎
０
２
７
９
―
２
２
―
２
７
６

３
、
補
助
に
つ
い
て
は
東
部
農
林
事

務
所
☎
０
２
７
―
２
８
５
―
４
１
１
６

家
庭
の
廃
食
用
油
回
収
始
め
ま
す

　

９
月
１
日
㈪
か
ら
家
庭
の
廃
食
用

油
の
回
収
を
始
め
ま
す
。
回
収
し
た

廃
食
用
油
は
、
燃
料
な
ど
に
再
利
用

さ
れ
ま
す
。

回
収
対
象
＝
家
庭
か
ら
出
る
液
状
の

植
物
性
油
（
サ
ラ
ダ
油
、
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
な
ど
）

回
収
で
き
な
い
物
＝
①
マ
ー
ガ
リ
ン
、

バ
タ
ー
、
ラ
ー
ド
、
牛
脂
②
凝
固
剤

を
入
れ
た
も
の
（
①
②
は
可
燃
ご
み

で
出
し
て
く
だ
さ
い
）
③
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
類
な
ど
④
自
動
車
や
機
械
な
ど

で
使
わ
れ
た
食
用
以
外
の
廃
油
⑤
業

務
で
使
用
し
た
廃
油

出
し
方
＝
食
用
油
が
入
っ
て
い
た
容

器
（
し
っ
か
り
ふ
た
の
で
き
る
ス
ク

リ
ュ
ー
式
キ
ャ
ッ
プ
の
も
の
）
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
（
大
き
さ
は
２
㍑
ま
で
）

を
使
用
し
て
、
透
明
か
半
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
廃
油
回
収
ボ

ッ
ク
ス
へ
。
ガ
ラ
ス
容
器
や
缶
な
ど

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
未
使
用
の
場

合
は
、そ
の
ま
ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
ン
粉
や
天
か
す
な
ど
の
大

き
な
固
形
物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
ろ

過
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所
＝
市
役
所
、

各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

総
合
福
祉
会
館
（
回
収
時
間
は
各
施

設
の
執
務
時
間
）

問
ご
み
減
量
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

―
６
２
７
２

事
前
登
録
で
本
人
に
通
知

　

登
録
型
本
人
通
知
制
度
は
、
代
理

人
や
第
三
者
の
請
求
で
住
民
票
や
戸

籍
謄
抄
本
な
ど
が
交
付
さ
れ
た
と
き

に
、
本
人
に
通
知
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前

に
登
録
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
か
本
籍
が
あ
る
人

申
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
入
り
証
明

書
（
郵
送
の
場
合
は
写
し
を
同
封
）

な
ど
を
用
意
し
、市
役
所
市
民
課
（
☎

０
２
７
―
８
９
８
―
６
１
０
７
）
へ

郵
送
か
直
接

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
窓
口
で
提
示
す
る
と
利
用
希

望
を
伝
え
ら
れ
る
カ
ー
ド
を
、
新
し

い
保
険
証
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
新
薬

か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
え

た
場
合
の
差
額
を
お
知
ら
せ
。
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
人
に
８
月
下
旬
と
来
年
の

２
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
０
２
７
―
８

９
８
―
６
２
４
９

鉛
製
の
給
水
管
取
り
換
え
に
補
助

　

鉛
製
の
給
水
管
を
取
り
換
え
る
際

に
、
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
給
水
管
と
は
、
各
家
庭
に

引
き
込
ま
れ
て
い
る
水
道
管
の
こ
と
。

平
成
２
年
７
月
以
前
に
設
置
さ
れ
た

給
水
管
の
一
部
に
、
鉛
製
の
も
の
が

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

鉛
製
の
給
水
管
は
、水
道
水
の
中
に
、

ご
く
わ
ず
か
に
鉛
が
溶
け
出
す
可
能

性
が
。
老
朽
化
な
ど
で
漏
水
の
原
因

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
宅
地
内

の
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う
際
に
取

り
換
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
助
成
条

件
や
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
＝
工
事
費
用
の
３
分
の
１

（
上
限
５
万
円
）

問
水
道
整
備
課
☎
０
２
７
―
８
９
８

│
３
０
３
７

高
齢
者
の
元
気
な
活
動
を
応
援

　

地
域
で
の
介
護
予
防
活
動
や
高
齢

者
支
援
活
動
を
応
援
す
る
「
介
護
予

防
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度
」。
対
象
と

な
る
活
動
を
行
う
と
、
買
い
物
券
な

ど
と
交
換
が
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
付

加
さ
れ
ま
す
。
研
修
を
受
講
し
て
、

こ
の
制
度
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

対
象
活
動
＝
介
護
保
険
施
設
な
ど
で

の
活
動
や
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
の
活
動
、在
宅
高
齢
者
支
援
（
買

い
物
支
援
な
ど
）

交
付
ポ
イ
ン
ト
＝
活
動
１
回
に
つ
き

１
ポ
イ
ン
ト
（
年
間
50
ポ
イ
ン
ト
が

上
限
）。
ポ
イ
ン
ト
は
、
買
い
物
券

な
ど
と
交
換
で
き
ま
す

□
登
録
研
修
会

　

毎
月
10
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
平

日
）
に
実
施
。
受
講
後
に
、
登
録
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

申
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

７
―
２
３
２
―
３
８
４
８
へ

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０
２
７

―
２
５
６
│
７
１
７
１

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
を
利
用
し
よ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新

薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ

る
、
新
薬
と
同
等
の
効
果
・
効
能
を

持
つ
医
薬
品
の
こ
と
。
新
薬
と
比
べ

安
価
な
た
め
、
患
者
負
担
だ
け
で
な

く
、
保
険
財
政
の
負
担
軽
減
に
も
な

り
ま
す
。
国
の
審
査
で
品
質
や
安
全

性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
安
心
で

す
。
医
師
の
処
方
に
基
づ
い
て
調
剤

さ
れ
る
医
薬
品
で
、
切
り
替
え
可
能

な
も
の
の
う
ち
、
56
・
４
㌫
が
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
。
切
り
替
え
は
、

医
療
費
の
明
細
な
ど
を
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入

者
に
医
療
費
を
通
知
。
１
回
目
は
９

月
上
旬
、
２
回
目
は
来
年
３
月
上
旬

で
す
。
通
知
に
は
、
受
診
し
た
医
療

機
関
の
名
称
や
診
療
年
月
、
医
療
費

の
総
額
・
健
康
保
険
な
ど
の
支
払
額
・

自
己
負
担
額
な
ど
を
記
載
。
福
祉
医

療
な
ど
の
国
保
以
外
の
制
度
で
自
己

負
担
分
の
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合

も
、
支
払
額
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
加
入
者
へ
の
通
知
は
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

発
送
さ
れ
ま
す
。

問
国
保
に
つ
い
て
は
国
民
健
康
保
険

課
☎
０
２
７
―
８
９
８
│
６
２
４
９
、

コラム
ようこそ市長室へ
スマートフォンまたは

タブレット端末でご覧ください

長市

　大勢の若衆に担がれ、通りの左右をギロリ
と睨み、威勢よく飛び回る獅子。大胡町の祇
園祭りで約160年間続く「暴れ獅子」です。こ
の獅子を知らない市民も多いでしょう。　　
　市町村合併を経て前橋は大きくなりました。
赤城の山頂から利根の河畔まで、そして榛名
のすそ野から桐生・伊勢崎の境まで、その東
西南北に地域の伝統や宝物があります。祭り
があるから故郷に帰ってくる若者もいます。
祭りがあるから地域がまとまります。　　　
　戦争による空襲で大勢の方々が亡くなり、
市街地のほとんどが焼失しました。しかし祭
りは、この宝を大切にしてきた市民一人一人
のご尽力によって、今日まで引き継がれてき
ました。そうした皆さんの努力に応えること
ができる前橋にしなければなりません。一緒
に前橋の宝を磨き、まだ知らぬ人へ、そして
後世へ伝えてまいりましょう。
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